
第３学年２組 学級活動指導案 

 

１．日時・場所  平成２７年１２月２日（水）５校時 13 時 30 分～14 時 15 分 

３年２組教室 

２．題材名    「すすんであいさつしよう」 

（イ 基本的な生活習慣の形成） 

３．題材について 

 男子１８名、女子１７名、計３５名の学級である。明るく素直で、活発な児童が多い。休み時間には

仲のよい子同士で集まって、ボール遊びをしたり、絵を描いたりしている。大縄やクラスレクリエーシ

ョンなどの取り組みになると、協力し合いながら楽しんで活動している児童が多い。クラスづくりとし

て、学級目標にも入っている「勇気」を出して挑戦すること、「協力」して全員で学習活動をつくること

に取り組んできた。近くの人と自分の考えを共有し合う時間をとり、安心して自分の考えを伝えるよう

な雰囲気作りをしてきた。少しずつクラス全員の前で発表したり、グループで相談したりできるように

なってきた。友だちと話しやすくなったことで、係活動や掃除の時間、給食準備中や休み時間でも、わ

からないことを相談しあったり、友だちと確認したりしながら、生活するようになってきた。「協力」と

いう部分では、友だちと協力することのよさを体験できるようにした。協力する必要感をもたせ、協力

するよさを価値づけするために、協力して取り組む機会を増やした。後期の係活動では主体的に協力し

合って活動する係が増え、「クラスアルバムをつくりたいからカメラを貸してください。」「クラスのキャ

ラクターを作りたいので、このキャラクター応募用紙を印刷してください。」など、主体的に考え、協力

して活動に取り組むようになった。授業で挙手が少ない時には、児童の側から「少し友だちと相談した

い。」と申し出るようになってきた。協力して、諸問題を解決しようとしている。友だちと関わることの

よさをより実感させたいという思いもあり、今回の学習活動の内容にもつながった。 

あいさつは人とのつながりの第一歩である。登校時に担任が校門に立ちあいさつをしているうちに、

あいさつが返ってくるようになってきた。最近では、あいさつ以外の会話も楽しめるようになってきた。

しかし、児童の間ではまだ充分といえない状況である。 

 本題材では、あいさつについて考えることを通して、あいさつが人とのつながりの第一歩であること

を考えさせたい。そして、進んであいさつをし、自ら友だちと関わろうとし、学級目標にある絆を深め

るというところを目指したい。 

 そのために、今回はあいさつについて三つのことを考える。一つ目は、自分たちのあいさつの実態の

中から、自分からあいさつができない理由を考える。なかなか自分からあいさつできない気持ちに共感

しつつも、あいさつはした方がいいという気持ちを高めさせたい。二つ目は、気持ちのよいあいさつに

ついて実際にロールプレイをして体験し、相手に喜ばれるあいさつをしたいという意識を高めたい。最

後に、あいさつは人と接する最初の言葉であり、この一言から、相手との関係がつくられているという

体験を紹介し合い、あいさつの力にも気付かせたい。活動の振り返りでは、実際に活動してみて、人と

の関係性がどう変わったのか話し合う。そうすることで、友だちとの関係性を気付くためにたった一言

の「おはよう」がとても重要であることを感じさせたい。 

 

学級目標 

勇気・協力・絆を深め 

みんなでつくる最高のクラス 

 



４．評価規準 

集団生活への 

関心・意欲・態度 

集団の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

自己の身の回りの問題に関心を

もち、進んで日常の生活や学習

に取り組もうとしている。 

学級生活を楽しくするために、日

常の生活や学習の課題について話

し合い、自分に合ったよりよい解

決方法などについて考え、判断し、

実践している。 

学級生活を楽しくするための大

切さ、そのための基本的な生活

や学習の仕方などについて理解

している。 

 

５．活動の実際 

（１）事前の活動 

活動の場 活動内容 評価（☆）と支援（○） 資料 

１１月末 

(朝の会) 

自分の日頃のあいさつ

についてアンケートを

とる 

（問題意識をもつ） 

（アンケート 資料①） 

○択一式のアンケートと記述式のアンケート

を用意し、記述できない児童は、択一だけ

にする。 

☆アンケートに答え、あいさつについて考え

ようとしている。 

（活動や生活への関心・意欲・態度） 

アンケート用紙 

（児童の意識を高

めるための資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）本時の活動 

 ①ねらい  あいさつすることの良さに気付き、気持ちのよいあいさつを自らすすんでするように

なるためのめあてを立て、実践しようとする。 

  ②展開 

 児童の活動、予想される反応（・） 評価（☆）と支援（○） 資料 

 

導

入 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

１．アンケートの結果を見て、学習

の見通しをもつ。 

・あいさつをした方がいい理由はわ

かっているのに、なかなかすすん

であいさつできない人が多い。 

 

２．アンケート結果から、あいさつ

がなかなかできない理由、その

時の気持ちを考える。 

・たしかにちょっとはずかしい。 

・でもはずかしがらずに言えると気

持ちがいいよ。 

 

３．あいさつミッションを通して、

気持ちのよくなるあいさつに

ついて考える 

・相手の目を見るといい。 

・おじぎだけだといやな感じがする 

・元気にあいさつされるとこっちも

元気になる気がする 

 

４．ミッションをふりかえり、あい

さつにはどんな力があるか話

し合う。 

・人と仲良くなる力がある。 

・相手を喜ばせる力がある。 

５．自分のめあてを立て、カードに

書く。 

・教室入ったとき、いろいろな友だ

ちにあいさつしたい。 

・担任の先生以外にもあいさつした

い。 

 

○あいさつをする理由はわかるが、それでもあ

いさつが苦棚児童がいることに注目する。 

☆アンケート結果から、自分のあいさつの態度

をふりかえろうとする。（集団生活への関心・

意欲・態度） 

 

○あいさつすることが難しい児童に対して、共

感する姿勢をもてるよう声をかける。 

○あいさつしにくいときはあっても、あいさつ

することが大切であることに気づくようにす

る。 

 

 

○気持ちのよいあいさつと、感じのよくないあ

いさつの２つのあいさつを体験させるため

に、どんなあいさつを相手にするかの指令カ

ードを配る。 

○感じのよくないあいさつも体験し、気持ちの

よいあいさつについて比較して考えられるよ

うにする。 

 

○アンケートから実際に人との関わりが深まっ

たという体験談を紹介する。 

☆自分からあいさつすることの大切さに気付い

ている。（集団活動や生活についての知識・理

解） 

○書くことが苦手な児童には「あいさつすると

○○だから、△△な風にあいさつしたい」と

いう形式で書くように声をかける。 

☆友だちの意見を参考にしながら、あいさつに

ついて考え、どのように日常生活に活かして

いきたいか、具体的なめあてを考えている。 

（集団の一員としての思考・判断・実践） 

アンケート

集計結果 

（児童の意

識を高める

ための資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

指令カード 

（資料②） 

（ねらいを

焦点化する

た め の 資

料） 

 

 

 

 

 

 

 

がんばりカ

ード 

（資料③） 

（実戦への

意識付けの

た め の 資

料） 

「あいさつの力」を見つけよう。 



（３）事後活動について 

活動の場 活動内容 支援（○）  評価（☆） 

12 月２日以降 ・自分の目標を達成できるよう、日常生活

で実践していく。 

 

○教師は、設定しためあてに取り組んで

いる児童を見つけて紹介する。 

☆自分で立てためあてをもとに学校生活

で実践している。（思考・判断・実践） 朝の会 ・昨日と今朝の挨拶についてふりかえり、

カードに記入する。 

 

６．資料 

（１）児童の意識を高めるための資料（資料①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）きもちのよいあいさつについて考えるための資料（資料②） 

ミッション Ｎｏ１ 

あなたは、自分からあいさつし

ます。ただし、相手に聞こえる

か聞こえないかくらいの声の小

ささであいさつしましょう。 

 

ミッション Ｎｏ２ 

あなたは、自分から声をかけて

はいけません。相手からあいさ

つされても、必ずむしして、そ

の場からはなれてください。 

ミッション Ｎｏ３ 

あなたは、自分から声をかけては

いけません。相手からあいさつさ

れたら、ペコリとおじぎだけして、

その場をはなれましょう。 

ミッション Ｎｏ４ 

あなたから、笑顔で明るくあいさ

つしてください。相手がどんな反

応をしても、元気でニコニコして

いてください。あいさつ後、その

相手とおしゃべりをして下さい。 

ミッション Ｎｏ５ 

あなたから、相手の目をみて、

元気にあいさつしてください。

あいさつした後、その人とおし

ゃべりをしてください。 

↑この３つはマイナスカード 

←この２つはプラスカード 

 

マイナスとプラスを半数ずつにな

るように用意します。 



（３）実践への意欲づけのための資料（資料③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

                       

             

名前： 

あいさつできたかチェック 

12/3 12/4 12/7 12/8 12/9 

 

 

    

一週間あいさつしてみての感想 

                  

                  

                  

                  

 すすんであいさつしよう！！ 

「あいさつの力」を見つけよう。 

あいさつできないのは… 

・はずかしい   → 勇気をだして 

・めんどくさい  → やってみたら実は 

・いつしていいか → 見つけたらすぐ 

わからない 

・タイミングが  → 声かけられたらすぐに 

わからない 

・仲がよい人に  → まずはクラスの人に 

しかできない 

あいさつの力 

・仲良くなれる 

・元気になる 

・勇気が出る 

・友だちができる 

・気持ちよく一日すごせる 

・人を喜ばせる 

・相手をいい気持ちにできる 

・まわりを元気にする 
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